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令和６年度当初予算について 

当初予算における重点事業の視点について 

  令和６年度当初予算は、昨年 11 月の予算編成方針に示され

たような、自治体間の差別化を図る先進的な施策の推進に加え

て、令和６年能登半島地震を教訓とした事前の備えの充実にも

目を配る必要があったのではないかと思うが、当初予算編成で

はどのような視点で何に重点を置いて編成したのか。 

また、地震を教訓とした備えの充実については、当面の被害

の復旧や２次避難者の受入れで、当初予算に間に合わない事業

もあったのではないかと推測するが、こうした事業は補正予算

で対応する予定であるのか。 

 

 

自主財源の確保について 

ふるさと納税について 

昨年９月の予算決算委員会総括質疑で申し上げたように、積

極的な施策展開には自主財源の確保が重要である。当委員会で

取り上げた「ふるさと納税」は、前年度から約２億円増額して

（伸び率では３割以上）、約８億円を見込んでおり、積極的な

姿勢を評価したいが、具体的にどのような仕掛けでふるさと納

税の増収を図るのか。 

 

 

税収を増やす検討について 

  同じく昨年９月の予算決算委員会総括質疑では前向き答弁

であった「宿泊税の導入」や「都市計画税の税率の引上げ」の

検討状況はどうか。 

 

 

北陸新幹線の延伸を生かした施策展開について 

新幹線通勤通学助成について 

  新規事業として新幹線通勤通学助成事業が予算計上された。

北陸新幹線延伸開業を機に、新幹線の速達性に着目したタイム

リーな取組だと思う。 

しかしながら予算額 120万円、助成限度額１万円/月では 10

人分としかならず、少ないのではないかと思うが、この事業の

狙いや効果予測など制度設計の詳細を問う。 
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さらなる施策展開について 

インバウンドを含めた観光誘客プロモーションの拡充は当

然だと思うが、延伸により、「新幹線の沿線となった」ことで、

加賀温泉駅から東京駅までは２時間 43 分、金沢駅から福井駅

までは 16 分、北陸地方内の移動が１時間圏内となり、人の動

きや市民生活も劇的に変わる。これを生かして市勢浮揚に向け

た施策展開に知恵を絞る必要があるのではないか。市の取組姿

勢について問う。 

 

 

未来型商業エリアの開発推進について 

農業振興地域の変更の見通しについて 

  これまでも取り上げられているように、未来型商業エリアの

大部分が農業振興地域に指定されており、開発事業の推進にあ

たっては、この区域変更いわゆる「農振除外」の手続が必要で

ある。市は専門部署を立ち上げて取り組んでいるが、現時点で

の農振除外の見通しはどうか。 

また、具体的な作業はどの程度進んでいるのか。 

 

 

開発用地について 

  土地の利用について、株式会社長工と土地所有者の話し合い

はどのように進んでいるのか。 

また、その見通しはどうか。 

市としても、関係生産組合などに説明を行っているようであ

るが、市はどのような役割を果たしているのか。 

 

 

大聖寺方面のアクセス整備について 

  未来型商業エリアと大聖寺方面を結ぶ、重要なアクセス整備

となる県営事業「大聖寺道路」については、現在、整備予定地

で一部盛土などが行われているが、今後、道路本体の建設はも

とより、大聖寺川や三谷川への架橋、またＩＲいしかわ鉄道と

の交差など、大掛かりな工事が控える中、未来型商業エリアと

足並みを揃えた整備推進が望まれる。大聖寺道路の進捗状況と

完成予定など今後の見通しについて問う。  
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２次避難の現状と課題について 

  災害発生後、時間的な余裕がない中で、早々に多数の２次避

難者の受入れを行っていることに加えて、充実した受入れ態勢

など、避難者からの評価が高い。また、北陸応援割開始の一方

で、３温泉では避難者の受入れ継続方針が出されたことなど、

市内宿泊事業者の理解と市当局の対応に敬意と感謝を申し上

げたい。 

  そこで、これまで受け入れた２次避難者の方々からの様々な

要望に対する市の対応状況及び、現在認識している課題と今後

の対応方針について問う。 

 

 

九谷赤絵全国巡回展について 

  当初予算に九谷赤絵の全国巡回展の開催経費が計上された。

令和４年３月定例会でも質問したが、令和８年度までの予定と

しているこの事業の目的及び詳細な実施内容と、九谷焼発祥の

地である加賀市としての意気込みを問う。 

 

 

 


